
 

 

できあがった町内マップは裏面へ 
（裏面の地図を参照） 

花園町内会版 

※１ ワークショップとは 

いろいろな立場、考え方の人がひとつの作業の共通体験を通じて意見を交換

し、その意見を「共有する、認める、理解する」ことを通じて、問題や課題

への対応の方向性を見出す「体験・参加型」の会議などのことをいいます。 

 

 「除雪地域懇談会」を開催しました！ 

 

「千歳市 除雪地域懇談会（花園方面・清流方面）」 

 

 

 

 地域のみなさんや除雪業者、市が協力し合い、よ

り良い冬の生活環境を目指すため、ワークショップ

形式により話し合いを行い、地域における「除排雪

の課題」や「新しい提案」を基に除雪マップを作成

し、今後の除雪作業の参考にすることを目的として

います。 
 

 

 

千歳市の気象状況や除雪体制、除雪方法を基に、

各町内会の地図に、実際に生活する上での地域の問

題点や良かった点を話し合い、それらの情報を地図

にまとめました。 
 

 

 

作成した除雪マップを地域のみなさん、除雪業

者、市の３者で情報共有するとともに、今後の除雪

作業の参考とすることで、地域における生活環境の

向上を目指します。なお、除雪マップについては、

除雪従事者の交代に伴う引継ぎの際などに利用し

ていきます。 

懇談会の目的は？ 

どんな内容の懇談会になったの？ 

懇談会の結果をどう活用するの？ 

開催日時： 令和５年 ５月１8日（木） 

18時 30分 ～ 20時 30分 
 

会   場： 千歳市防災学習交流センター そなえーる 
 

出 席 者： 地域の皆さん 19名 

千歳市職員 9名 

千歳市環境整備事業協同組合 5名 

除雪ブロック担当責任者 ２名 

 

大型の機械で除雪を行うため、 各家庭の出入り口

には、雪が残ってしまいます。市民のみなさまのご協

力をお願いします。 

千歳市役所建設部道路管理課 TEL：24-3131 

千歳市環境整備事業協同組合 TEL：24-1377 

千歳市LINE公式アカウントで

除雪情報を提供いたします。 

除雪車の位置情報が確認できるようになりました。 



  凡 例

    交差点の雪山

    ゴミステーション

    マンホール

堆雪、雪山

ザクザク路面

ツルツル路面

公 園

空 地

   通学路

    その他

良かった点

課 題

提 案

4ｍ道路の除雪が遅い。
除雪が遅い

空き家が多く、雪
が踏み固められ
ないことから、ス
タックが多い。

堆雪、車が埋まる

オペレーター(除雪車
運転手)により対応が
異なるため、引継ぎを
しっかりした方が良
い。

排雪対応の統一

・地域懇談会の人数を増や
してはどうか。
・日中に時間が取れる方を
対象とした懇談会も実施
してはどうか

市民の意見集約

・雪出しについて、市と地
域で注意喚起をもっと行
ってほしい。
・「お願い」「警告」等のビ
ラを投函すべき。
・「千歳市の除雪」を回覧し
てもあまり意味がない。

雪出しの注意喚起

・民間業者に排雪を頼める
仕組みを作ってはどうか。
・パートナーシップ排雪は
ダンプに積込むことが困
難、世話役もいないことか
ら、利用のハードルが高
い。

排雪について

ホームページによる除雪車の位置
情報を把握しづらい。
（自分の家を除雪しているため）

除雪車の情報について

花園町内会の重要課題

今後の千歳市の取り組み

●交差点の見通しの確保
除雪作業時から雪山の高さを抑える

よう実施し、必要に応じて２次作業を

行うことにより見通しの確保に努め、

交通の円滑化と安全性の向上を図り

ます。特に、幹線道路と生活道路の交

差点付近では、生活道路側から見て、

右側の雪山を低くするよう努めます。

●情報発信の充実
交通や除雪作業の支障となる「雪出

し」や「路上駐車」、新雪やザクザク路

面での「スタック時の対応」、大雪に伴

う「屋根からの落雪」などにつ いて

も啓発する必要があります。

そのため、除雪車の位置情報や除排雪

作業予定、冬道におけるお役立ち情報

などについて、市公式 LINE やホーム

ページなどで情報発信の充実に努め

ます。

●交差点の雪山、見通しが悪い

●道路への雪出し

花園町内会 除雪マップ

市営住宅内の空地に雪を
もっと入れていいのでは
ないか。

市営住宅内の空地活用

R３年度は雪山が高
かった。

雪山
交通公園を雪捨て場
としてもっと活用し
てはどうか。

公園の活用

雪出しが多く、道路が
蛇行する。

雪出し

雪山が高い。
雪山

丁字交差点で除雪に
よる雪を堆雪される。

雪山

いただいたご意見や提案を参考に、今後も地域力

を活かした雪対策を進め、冬季の生活環境向上に

取り組んでいきます。


